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常
磐
大
学
同
窓
会
総
会
・
懇
談
会
開
催

（1）

２
０
０
８
年
度

　

2
0
0
8
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
総
会

お
よ
び
懇
談
会
が
、
6
月
14
日
（
土
）
に

水
戸
市
新
荘
に
あ
る
同
窓
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
池
田
正
則
会
長
（
第
1
期
卒
）

が
「
大
学
は
智
学
館
中
等
教
育
学
校
も

開
設
さ
れ
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
同
窓
会
も
よ
り
組
織
を
充
実

さ
せ
て
、
常
磐
大
学
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

で
き
る
形
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
挨
拶
さ
れ
、
続
い
て
議
長
指
名
、

議
事
へ
と
進
行
し
、
事
業
報
告
、
決
算
・

監
査
報
告
、
入
会
状
況
報
告
、
役
員
の
選

任
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
で
は
、

2
0
0
7
年
度
か
ら
同
窓
会
設
立
20
周
年

記
念
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
同
窓
会
会
長

賞
の
授
与
・
同
窓
会
支
部
設
立
促
進
活
動

に
つ
い
て
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
計
画
案
と

予
算
案
に
係
る
同
意
が
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
、
議
事
は
終
了
、
総
会
は
閉
会
し
ま

し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
着
任
後
、
同
窓
会
懇
談

会
に
毎
回
ご
出
席
い
た
だ
い
て
い
る
井
上

繁
先
生
に
来
賓
代
表
と
し
て
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、横
須
賀
敬
章
さ
ん
（
第
1
期
卒
）

の
乾
杯
の
発
声
で
開
会
。
ご
臨
席
く
だ
さ

い
ま
し
た
L
o
i
s
k
a
n
d
l
先
生
、

安
田
健
次
郎
先
生
、
粕
谷
雄
二
先
生
、
依

田
泉
先
生
か
ら
も
一
言
ず
つ
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
の
思
い
出
話
や
同

窓
会
が
よ
り
盛
り
上
が
る
よ
う
に
、
日
頃

か
ら
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
か
等
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
L
o
i
s
k
a
n
d
l
先
生
の

ス
ピ
ー
チ
の
時
に
は
、
大
学
で
培
っ
た
英

語
力
で
同
窓
生
が
通
訳
を
す
る
場
面
も
あ

り
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
、
歓
談
は
続

き
ま
し
た
。
最
後
は
全
員
で
写
真
撮
影
、

校
歌
斉
唱
を
し
、
関
敦
央
さ
ん
（
第
6
期

卒
）
の
三
本
締
め
に
て
閉
会
し
ま
し
た
。

２００７年度　常磐大学同窓会決算書
収入の部 （単位：円）
項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

会費収入 13,160,000 13,500,000  △　 340,000 新入会員　658名（新卒 655名＋既卒 3名）

事業収入 234,500 520,000  △　 285,500  総会等参加費（会員 85名・非会員 12名）， 託児室利用料

雑収入 192,355 50,000 142,355 預金利息等

積立金等運用収入 324,060 324,000 60 積立金等の運用に伴う利金

小　　計 13,910,915 14,394,000  △　 483,085 

前年度

繰越金

現預金 37,070,951 37,070,951 0 

積立金等 50,000,000 50,000,000 0 オリックス社債 30,000 千円 /日本生命社債 20,000 千円

前年度繰越金小計 87,070,951 87,070,951 0

合　　計 100,981,866 101,464,951  △　 483,085 

支出の部 （単位：円）
項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

人件費支出 10,000 20,000 △ 　  10,000 総会託児室アルバイト代

消耗品費支出 95,019 156,000 △ 　  60,981 印刷用紙，総会関係消耗品　等

交通費支出 61,980 115,000 △ 　  53,020 記念講演会講師，幹事会出席者（学外幹事）の交通費

慶弔費支出 60,000 100,000 △ 　  40,000 旧教員の逝去に伴う香典

通信費支出 2,255,485 2,624,000 △ 　368,515 総会案内・会報等　郵送料

印刷費支出 621,180 1,019,000 △ 　397,820 総会案内・会報等　印刷費

会議費支出 640,575 1,230,000  △ 　589,425 総会・幹事会　会議費

渉外費支出 11,290 20,000 △  　　8,710 会報原稿執筆謝礼　等

業務委託費支出 222,833 245,000 △   　22,167 発送物 ( 会報等 ) 袋詰め作業　委託費

雑費支出 4,935 10,000 △ 　　 5,065 振込手数料

支援事業費支出 292,450 1,350,000 △  1,057,550 学園祭援助，同窓会長賞賞状・記念品　等

報酬手数料支出 1,050,000 1,000,000 50,000 設立 20周年記念講演会　講演料

小　　計 5,325,747 7,889,000 △  2,563,253 

次年度

繰越金

現預金 45,656,119 43,575,951 2,080,168 

積立金等 50,000,000 50,000,000 0 オリックス社債 30,000 千円 /日本生命社債 20,000 千円

次年度繰越金小計 95,656,119 93,575,951 2,080,168

合　　計 100,981,866 101,464,951  △ 　483,085 

２００８年度　常磐大学同窓会予算書
収入の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　考

会費収入 1,4600,000 13,500,000  　　1,100,000 
2008 年度入会者
（新卒 725 名＋既卒 5
名× 20,000 円）

事業収入 140,000 520,000 △　  380,000 
懇親会会費収入
（70名× 2,000 円）

雑収入 250,000 50,000  　　  200,000 預金利息等
積立金等運用収入 350,000 324,000  26,000 

小　　計 15,340,000 14,394,000  　   946,000 

前年度繰越金
現預金 25,656,119 37,070,951  △ 11,414,832 

積立金等 70,000,000 50,000,000  20,000,000 オリックス㈱社債、日本生命社債
小　　計 95,656,119 87,070,951 8,585,168 
合　　計 110,996,119 101,464,951 9,531,168 

支出の部
項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　考

人件費支出 20,000 20,000 0 総会補助等

消耗品費支出 166,000 156,000  　　　10,000 印刷用紙、印刷機消耗品、総会関係等

交通費支出 85,000 115,000 △　    30,000 幹事会出席幹事交通費等
慶弔費支出 100,000 100,000 0 慶弔関係
通信費支出 2,092,000 2,624,000 △　  532,000 総会通知、会報送付等
印刷費支出 747,000 1,019,000 △　  272,000 会報、封筒印刷等

会議費支出 382,000 1,230,000 △　  848,000 総会、幹事会等

渉外費支出 20,000 20,000 0 会報原稿執筆謝礼、取材先土産等
業務委託費支出 196,000 245,000 △　    49,000 発送物袋詰作業等
雑費支出 10,000 10,000 0 振込手数料等

支援事業費支出 1,500,000 1,350,000 150,000 学生支援事業、支部運営補助等
報酬手数料支出 0 1,000,000 △　1,000,000 

小　　計 5,318,000 7,889,000 △　2,571,000 

次年度繰越金
現預金 35,678,119 43,575,951  △　7,897,832 
積立金等 70,000,000 50,000,000  20,000,000 オリックス㈱社債、日本生命社債

小　　計 105,678,119 93,575,951 12,102,168 
合　　計 110,996,119 101,464,951 9,531,168 

２００７年度　常磐大学同窓会事業報告
１．２００７年度常磐大学同窓会総会、設立２０周年記念講演会、懇談会の開催
  ○開催日：２００７年６月１６日（土）
  ○場　所：京成ホテル
 ○出席者：９７名
 ○主な議案等：
  　【報告】２００６年度事業報告・決算報告、入会状況
  　【議案】２００７年度事業計画・予算案審議、支部規程制定審議
  ○設立２０周年記念講演会
  　【講演者】安藤和津さん
  　※総会、講演会終了後、懇談会を開催

２．幹事会の開催
　　　　　○実施時期および主な議案等：　　　
  　５月　２００６年度事業報告、２００６年度決算について、支部規程制定について　等
  １１月　２００７年度総会報告、学生支援事業報告
  　１月　同窓会会長賞について（臨時）
  　３月　２００８年度事業計画、２００８年度予算について　等

３．学生支援事業
　　　　　１）学園祭への援助金（２００７年１０月）
  ２）同窓会会長賞・記念品授与（品名：電子辞書、２００８年３月）
  ３）学長奨励賞記念品授与（品名：高級ボールペン、２００８年３月）

４．会員への大学情報の発信
　　　　　○時　期：第５号（７月３１日発行）、第６号（１月３１日発行）
  ○内　容：会報「ときわの風」を発行し、会員へ送付

５．常磐大学同窓会ホームページの維持および管理
　　　　　○時　期：随時更新
  ○内　容：総会開催模様の掲載、異動情報受付　等

６．卒業生の個人情報管理
　　　　　○時　　期：随時更新
　　　　　○管理情報：氏名、学籍番号、住所、電話番号、勤務先、ゼミナール、サークル　等
　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

２００８年度　常磐大学同窓会事業計画
　

月 事　業　内　容

４

５ 幹事会（前年度決算報告、前年度事業報告）

６ 総会

７ 同窓会会報（第 7号）発送

８

９

１０
幹事会
学生支援事業（学園祭援助）

１１

１２

１

２ 同窓会会報（第 8号）発送

３
幹事会（次年度予算案承認、次年度事業計画案承認）
同窓会会長賞授与

その他
　　　　１）学生支援事業（在学生表彰含）
　　　　２）卒業生の個人情報管理
　　　　３）常磐大学同窓会ホームページ維持・管理
　　　　４）同窓会支部設立促進活動　　　
　



　

同
窓
会
の
皆
様
、
お
元
気
で
し
ょ
う

か
。
人
間
科
学
部
の
長
谷
川
幸
一
で
す
。

1
9
8
8
年
4
月
に
人
間
科
学
部
組
織

管
理
学
科
の
専
任
講
師
と
し
て
赴
任
し

て
以
来
、
常
磐
大
学
で
の
教
員
生
活
が

今
年
で
ち
ょ
う
ど
20
年
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
赴
任
し
た
当
時
の
常
磐
大
学
に
は
、

人
間
科
学
部
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
後
国
際
学
部
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
振
興
学
部
が
増
設
さ
れ
、
人
間
科

学
部
自
体
も
変
貌
を
遂
げ
、
組
織
管
理

学
科
は
2
0
0
4
年
に
旧
人
間
関
係
学

科
社
会
学
専
攻
と
の
統
合
に
よ
っ
て
現

代
社
会
学
科
組
織
管
理
学
コ
ー
ス
と
な

り
、
さ
ら
に
本
年
、
改
組
さ
れ
た
国
際

学
部
の
経
営
学
科
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
10
月
に
は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
で
組
織
管
理
学
科
1
期
生
の
み
な

さ
ん
た
ち
と
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
ま

し
た
が
、
普
段
は
雑
事
に
追
わ
れ
思
い

出
す
こ
と
の
な
か
っ
た
20
年
前
の
出
来

事
の
い
く
つ
か
を
懐
か
し
く
思
い
出
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
私
が
携
わ
っ
て
き
た
大

学
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
と
く
に
常
磐
大

学
吹
奏
楽
団
の
過
去
と
現
在
に
つ
い
て
、

少
し
だ
け
書
い
て
み
ま
す
。
私
が
常
磐

大
学
吹
奏
楽
団
と
関
わ
り
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
1
9
9
3
年
ご
ろ
か

ら
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
学
・
高

校
・
大
学
と
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
て
い

た
私
は
、
大
学
院
時
代
に
吹
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
練

習
を
再
開
し
よ
う
と
、
就
職
後
さ
っ
そ

く
ボ
ー
ナ
ス
で
楽
器
を
買
い
ま
し
た
が
、

　
　練

習
場
所
が
な
く
、
し
ば
ら
く
の
間
は

楽
器
を
吹
け
な
い
で
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
あ
る
日
の
夕
方
、
い
つ
だ
っ
た
か
正

確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ま
で

あ
ま
り
行
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
短
大

エ
リ
ア
を
歩
い
て
い
た
と
き
、
何
処
か

ら
と
も
な
く
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
の
音
色
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
Ｊ
３
０
２
教
室

で
基
礎
的
な
練
習
を
さ
せ
て
も
ら
う
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
も
と
も

と
学
生
時
代
か
ら
音
程
が
悪
く
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
下
手
の
横
好
き
系
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
た
め
、
当
初
は
、
慣

れ
な
い
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
の
発
散
と
い

う
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
楽
器
を
吹
い

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
10
回
記
念

定
期
演
奏
会
を
翌
年
3
月
に
控
え
た

1
9
9
4
年
の
晩
秋
、
当
時
組
織
管
理

学
科
3
年
生
の
平
塚
団
長
（
現
同
窓
会

幹
事
‥
本
学
職
員
）か
ら
、ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
の
メ
ン
バ
ー
が
足
り
な
い
の
で
、
演

奏
会
に
出
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
を
受

け
ま
し
た
。
少
し
迷
い
ま
し
た
が
、
演

奏
曲
目
が
ど
れ
も
魅
力
的
な
も
の
ば
か

り
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
た
ち
と

練
習
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
合
奏
や

パ
ー
ト
練
習
に
お
け
る
学
生
た
ち
の
態

度
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
私

が
、
組
織
論
や
原
典
講
読
で
見
て
い
た

姿
と
は
ま
っ
た
く
違
い
、
別
人
の
よ
う

で
し
た
。
パ
ー
ト
練
習
で
は
、
幾
度
と

な
く
音
程
の
悪
さ
を
指
摘
さ
れ
た
の
を
、

今
で
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
病
み
付
き
に
な
っ
た
私

は
、
本
年
2
月
の
第
23
回
定
期
演
奏
会

ま
で
（
昨
年
は
「
故
石
坂
先
生
を
送
る

会
」
と
日
程
が
重
な
っ
た
た
め
出
演
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
）、
演
奏
会
第
3

部
の
曲
目
を
学
生
た
ち
と
練
習
し
、
演

奏
会
に
出
演
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た

そ
れ
と
同
時
に
、
吹
奏
楽
団
の
創
設
時

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
横
須
賀
さ
ん
、
根

本
さ
ん
（
い
ず
れ
も
現
同
窓
会
幹
事

‥
本
学
職
員
）、
短
期
大
学
吹
奏
楽
部

の
部
長
を
務
め
た
打
越
さ
ん
（
本
学
職

員
）
を
は
じ
め
、
学
生
時
代
に
楽
団
の

運
営
に
携
わ
り
、
卒
業
後
は
母
校
に
入

職
し
同
窓
会
の
幹
事
も
し
て
い
る
佐
川

さ
ん
、
緑
川
さ
ん
、
長
南
さ
ん
、
そ

し
て
先
に
触
れ
た
平
塚
さ
ん
た
ち
と

は
、
吹
奏
楽
団
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る

「
T
O
K
I
W
A
お
ん
ぷ
の
会
」
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
、
昨
年
の
11
月

に
も
ひ
た
ち
な
か
市
民
会
館
で
の
「
同

奏
会
」
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
お
ん
ぷ
の
会
」
は
、
毎
年
、
コ

ン
ク
ー
ル
や
演
奏
会
に
お
け
る
学
生
へ

の
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
、
さ

ら
に
は
資
金
面
で
の
援
助
も
行
っ
て
お

り
、
現
役
の
吹
奏
楽
団
の
活
動
を
支
え

る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
教
員
の
私
が
言

う
の
も
変
で
す
が
、
学
生
は
自
発
的

な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
受
動
的
な
態
度
で
臨
む
講
義
か
ら

は
得
ら
れ
な

い
貴
重
な
経

験
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。「
お
ん

ぷ
の
会
」
の

み
な
さ
ん
た

ち
の
活
動
は
、

ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
残
念
な
の
は
、
現
在
の
吹
奏

楽
団
に
以
前
の
よ
う
な
活
気
が
感
じ
ら

れ
な
い
こ
と
で
す
。
2
0
0
3
年
度
か

ら
、
私
は
顧
問
に
就
任
し
ま
し
た
の
で
、

責
任
の
一
端
は
私
に
あ
る
の
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
常
磐
大
学
吹
奏

楽
団
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
近
年
、

多
く
の
大
学
で
は
「
サ
ー
ク
ル
離
れ
」

が
進
み
、
複
数
の
人
間
が
共
同
で
組
織

的
な
活
動
を
行
う
こ
と
を
忌
避
す
る
傾

向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実

の
よ
う
で
す
。
日
本
の
将
来
を
担
う
べ

き
若
者
た
ち
の
「
個
人
化
」・「
孤
立
化
」

は
、
社
会
的
に
も
重
要
な
意
味
を
も
つ

問
題
で
あ
り
、
大
学
教
育
に
携
わ
る
人

間
が
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
役
の
学
生
た
ち
が
、
先
輩
た
ち
の

築
き
上
げ
た
「
ト
キ
ワ
サ
ウ
ン
ド
」
を

復
活
し
よ
う
と
立
ち
上
が
る
日
が
い
つ

に
な
る
の
か
、
下
手
の
横
好
き
を
自

認
す
る
私
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
は

き
わ
め
て
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

学
生
た
ち
の
活
動
を
見
守
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

同
窓
会
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（2）

MESSAGE

大
学
サ
ー
ク
ル
の
過
去
と
現
在

　

今
年
も
総
会
・
懇
談
会
を
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
同
窓

生
の
皆
さ
ま
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
だ

ろ
う
か
。
も
っ
と
多
く
の
同
窓
生
に
総
会
・

懇
談
会
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
今

後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。
常
磐
大
学
は

創
立
25
周
年
を
迎
え
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の

施
設
設
備
は
拡
充
を
続
け
、
次
代
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
学
科
改
編
が
行
わ
れ
て
い

る
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
も
、
卒
業
後
、
就

職
し
、
家
庭
を
持
た
れ
た
方
も
多
い
だ
ろ

う
。

―
―
変
わ
る
こ
と
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
。

ぜ
ひ
皆
様
の
近
況
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
会
報
が
情
報
交
換

の
場
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
T
）

 

＊ 

編
集
後
記 

＊

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
会
報
「
と
き
わ
の
風
」
に
掲
載
す
る
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
日
々
の
雑
感
・
近
況
報
告
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
の
都
合
上
8
0
0
字
程
度
で
お

願
い
し
ま
す
。）
な
お
、
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
薄
謝
進
呈
い
た
し
ま
す
。

﹇
送
付
先
﹈　

〒
3
1
0
‐
8
5
8
5　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局  

　
　
　
　
　

ま
た
は
、dosokai@

tokiw
a.ac.jp

【

掲

載

文

募

集

】

☆情報満載の同窓会ホームページも是非ご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/̃dosokai/

先生

　

常
磐
大
学
同
窓
会
設
立
20
周
年

記
念
事
業
と
し
て
2
0
0
7
年
度
同

窓
会
総
会
に
て
承
認
さ
れ
た
常
磐
大

学
同
窓
会
「
会
長
賞
」
の
第
１
回
表

彰
式
が
2
0
0
8
年
３
月
20
日
卒
業

式
終
了
後
に
執
り
行
わ
れ
、
池
田
正

則
同
窓
会
会
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品

（
電
子
辞
書
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
「
会
長
賞
」
は
、
在
学
中

の
諸
活
動
で
、
顕
著
な
成
績
や
成
果

を
上
げ
た
個
人
や
団
体
に
対
し
て
賞

を
授
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
在
学
生

の
諸
活
動
の
活
性
化
を
支
援
し
、
本

会
お
よ
び
本
会
の
活
動
に
対
す
る
認

知
度
、
理
解
度
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
0
0
8
年
３
月
14
日
、

常
磐
大
学
「
学
長
奨
励
賞
」
受
賞
者

に
対
し
、
同
窓
会
よ
り
記
念
品
と
し

て
ボ
ー
ル
ペ
ン
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
窓
会
「
会
長
賞
」
の
受
賞
者
は

次
の
方
々
で
す
。

【
学
部
学
業
成
績
最
優
秀
者
】

人
間
科
学
部　

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

　
　
　
　
　
　

久
家　

有
利
子
さ
ん

国
際
学
部　

国
際
関
係
学
科　

　
　
　
　
　
　

萩
庭　

辰
哉
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部　

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
学
科　

　
　
　
　
　
　

成
井　

咲
絵
さ
ん

【
そ
の
他
】

人
間
科
学
部　

現
代
社
会
学
科　

　
　
　
　
　
　

藤
枝　

国
博
さ
ん　

　
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

　

ユ
ー
ス
２
位　

　

世
界
ユ
ー
ス
選
手
権
大
会
出
場
）

国
際
学
部　

英
米
語
学
科　

　
　
　
　
　
　

中
山　

修
さ
ん

　
（
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ　

９
７
０
点
取
得
）

人間科学部現代社会学科教授

長谷川　幸一
慶應義塾大学大学院社会学研究科
博士課程単位取得満期退学。
社会学修士。専門：組織論、社会
科学方法論。日本社会学会、組織
学会会員。

お
く
や
み

川
島　

淳
一
先
生

「
元 

国
際
学
部
教
授
」

塚
越　

敏
先
生「

元 

人
間
科
学
部
教
授
」

塚
本　

哲
人
先
生

「
元 

人
間
科
学
部
教
授
」

（
享
年
72
歳
）

「
前 

国
際
交
流
語
学
学
習
セ
ン
タ
ー
長
」

（
享
年
90
歳
）

（
享
年
82
歳
）

【
同
窓
会
会
長
賞
受
賞
者
決
ま
る
】

先生


